
いる部分が予想外に多くないことに気がついた.

しかし「どうしても行政のなすべき」ことについ

ては，具体例としてあげるまでに至らなかった.

ここで新たな発想として， rもし行政がなかった

たらいし、過ぎになるだろうか.最近住民のニ{ズ

が多様化し，行政もそれに対応すべきとの声もき

かれるが，それがマジョリティの真のニーズなの

その場合，何が本当

に困るか，社会システムにいかなる損失をもたら

すかを分析してみてはどうであろうか.これによ

って「行政がどうしてもしなければならなし、」こ

とが，はっきりと浮きぼりにされると思うが，い

かがなものであろうか.

ら」ということを設想して，

か，このような性格の甘えから出ているものかを

適確に判定することが先決となろう.

ラマキ論が論議をよんでいるが，

そもそも福祉とは何かを実体として把握しないま

ま， リソースの配分が行なわれたとすると，逆に

日本人の活力を殺ぐ病根を植えつけることになり

はしなし、かを危倶するものである.本分析を通じ

日本人社会の秩序と活動に対し，行政の寄与して

よく福祉バ

日本人にとって

.グラフを楽しむ.

になるグラフです.線で結ぼれる 2 点は，も

とのグラフでは H-path(ハミルトン路)の両端点となっ

ています寺野隆雄・坂内広蔵)

今回も極大グラフの例です.いもづる式に列挙しま

す. max. non H-cycle (ハミルトン閉路)グラフとは，

自分自身では H-cycle をもっていないグラフですが，

線を 1 本どの場所につけ加えても H-cycle をもつよう

前号までの“グラフを楽しむ" 9 月号 534頁

11月号 647頁

12月号 747頁
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ハミルトン閉路をもっグラフ
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: 1 ハミルトン路をもつグラフ
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